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日常場面における比の表記についての研究
The investigating about how write of the ratio in daily life
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要　　旨
　比は，日常場面においてよく活用されている。例えば，ドレッシングを作るときのサラダ油と酢を混ぜる比や，地図の

縮尺などがある。よって，比を日常場面と関連づけて指導を行うことは，大切なことである。そして，ある教科書では，

日常場面から「比」を探し出す活動を行う課題が取り扱われている。しかし，いざ「比」を日常から探し出そうとすると，

比を表す「ａ：ｂ」の表記を見つけることが困難なのである。これは，日常場面において，比が「ａ：ｂ」という表記だ

けでなく，言葉や図など様々な表記をしていることが考えられる。そこで，比は日常場面においてどのような表記がされ

ているのかを探り，比を日常と関連づけた指導のあり方について考える手がかりとすることを考えた。

Ⅰ．テーマ設定の理由
１．日常場面で多く用いられている比
　算数教育で学習する「比」は日常的に多く活用されて
いる。ドレッシングを作るときのサラダ油と酢を混ぜる
比やコーヒー牛乳を作るときの牛乳とコーヒーを混ぜる
量の比など，調理をする場面でよく使われている。また，
縮尺を「１：25000」などのように比で表すことや，『黄
金比』という言葉もある。私たちの身のまわりの様々な
場面で比はよく活用されているのである。
　文部科学省（2018）は，比の指導について次のよう
に述べている。

　「比は，日常生活のいろいろな場面で用いられる。例
えば，二つの液量を混合したり，二つの長さを組み合わ
せたりするなど，部分と部分どうしを考察する場面，二
つの数量を配分する場面で，数量の関係を比で表現し，
等しい比をつくるなどして考察した結果を活用して，課
題を解決する。日常生活において，比によって数量の関
係を表現している事象を探す活動を通して，比による数
量の関係への着目の仕方に親しむことも大切である。」1）

　学習指導要領解説においても，比は日常的に多く用い
られており，比を日常生活と関連づけて指導することの
重要性を示されている。特に，「比によって数量の関係
を表現している事象を探す活動を通して」とあるように，
日常場面から比を探すような活動が子どもの学びを支え
ることになっているとも言えよう。

２．比とは
　比は，小学校第６学年の算数の学習内容である。比に
ついて学習指導要領解説算数編では，次のように書かれ
ている。

　「二つの数量の大きさを比較し，その割合を表す場合
に，どちらか一方を基準量とすることなく，簡単な整数
などの組を用いて表す方法が比である。第５学年までに，
倍や割合に関する指導，分数の指導，比例関係に関する
指導などの中で，比の素地を指導してきている。第６学
年では，これらの上に，「ａ：ｂ」という比の表し方を
指導する。」2）

　つまり，比とは「ａ：ｂ」のように，ある量ａとある
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【大日本図書】
「身のまわりから比が使われているものをさがしてみま
しょう。」10）

【啓林館】
「身のまわりから，比が使われているところをみつけま
しょう。」11）

　子どもたちは，比を「「ａ：ｂ」のように表された割合」
と学習したことから，この課題と出合った子どもたちは，
おそらく身のまわりから「ａ：ｂ」と表記されたものを
探し出すであろう。そして，日常では調理に関する場面
で比が多く用いられていることから，調味料や清涼飲料
などのラベルなどから「ａ：ｂ」の表記を探し出すこと
になろう。

４．問題の所在
　ところが，意外なことにこの「ａ：ｂ」と表記された
物が日常から見つからないのである。とある小学校教員
が，この課題を子どもに取り組ませようと考え，事前に
家庭やスーパーマーケットなどで「ａ：ｂ」と表記され
たものを探したところ，「ａ：ｂ」と表記されたものを
見つけ出すことが非常に困難であったと言う。「有名な
某乳酸飲料のラベルで見たことがある」と思ったその教
員がそのラベルを見たところ，表記されていたのは「５
倍にうすめて15杯分」という言葉であった。日常場面
で比を用いることは多くても，「ａ：ｂ」という表記を
しているとは限らないのである。

Ⅱ．本研究の目的と方法
１．本研究の目的
　そこで，日常場面において比をどのように表現したり
表記したりしているのかについて調査することとした。
子どもたちが「比」の比の様々な表記の仕方について事
前に知っておくことで，子どもは先述のような教科書の
課題に取り組みやすくなるものと考える。また，様々な
表現・表記をする背景を探ることで，算数の比の学習に
おいて，日常と関連づけた指導の足がかりとなるのでは
ないかと考えた。

２．研究の方法
　日常で用いる物の中から，比の考え方を用いた表し方
をしているものを探し出し，その表記の仕方について調
査・分類する。

量ｂとの割合を「：」の記号を用いて表した表し方のこ
とである。
　また，算数の教科書では，比を次のように定義してい
る。（表１）

　どの教科書も共通して，「比」は「ａ：ｂ」のように
表した割合と定義している。よって，比を学習した子ど
もたちは，比と言えば，「ａ：ｂ」という表記の仕方を
イメージすることになる。

３．教科書における「比を探し出す」活動
　日常場面から比を探し出す活動の重要性を物語るかの
ように，いくつかの算数の教科書では，比を探し出す活
動を行う課題が取り扱われている。

【日本文教出版】　
「身のまわりで比が使われているものを探しましょう。」9）

出版社 比を定義する部分の文言

東京書籍

２と３の割合を，「：」の記号を使って，
２：３と表すことがあります。２：３
は「二対三」と読みます。このように
表された割合を比といいます。3）

大日本図書

２と３の割合を，記号「：」を使って，
２：３と表すことがあります。２：３
は二対三と読みます。このように表し
た割合を，比といいます。4）

教育出版

２と３の割合を，「：」の記号を使って
２：３のように表すことがあります。２：
３を，「二対三」とよみます。このよう
に表された割合を比といいます。5）

啓林館

すの量とサラダ油の量の割合を，30：
50のように表します。このように表し
た割合を，すの量とサラダ油の量の比
といいます。6）

日本文教出版

２つの量の割合を表すのに，：の記号を
使って，２：３のように表すことがあ
ります。２：３は「二対三」とよみます。
このような割合の表し方を比といいま
す。7）

学校図書

酢の量を２としたとき，サラダ油の量
が３であることを，「：」の記号を使って，
２：３と表します。２：３を「二対三」
と読みます。このような笑いの表し方
を，比といいます。8）

表１　各教科書における比の定義
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Ⅲ．比の表記についての調査

１．「ａ：ｂ」
　「比」の表記の仕方の一つ目は，「ａ：ｂ」という表記
である。この表記は，小学校の算数の学習で学んだ通り
のものである。ただし，日常で「：」の記号を用いた表
記の仕方は大きく２通り存在する。

（1）「（数値）：（数値）」
　「：」を用いた表記の一つは，「２：３」のように数値
を用いて表記したものである。これは，小学校の算数教
科書に記載されたとおりである。（図１）
　この表記の仕方は，例えば，本品とミルクの比「１：
３」などのように二つの液体を混ぜる飲み物，「１：
500000」のように表す地図の縮尺，パソコンのディス
プレイの縦横比「16：９」などに用いられている。飲
み物や地図，ディスプレイなどはどれも子どもの日常場
面に存在し，子どもたちが目にしやすく，比で表された
ものとして見つけやすいものと言えよう。
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図１ 「(数値)：(数値)」の表記（飲み物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 「(数値)：(数値)」の表記（地図） 
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図３「（文字）：（文字）」の表記 図１　「（数値）：（数値）」の表記（飲み物） 3 
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図３「（文字）：（文字）」の表記 

図２　「（数値）：（数値）」の表記（地図）

図３「（文字）：（文字）」の表記
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図２ 「(数値)：(数値)」の表記（地図） 
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図３「（文字）：（文字）」の表記 

（2）「（文字）：（文字）」
　「：」を用いた表記のもう一つは，「本品：お水」のよ
うに，「：」を物と物とを結び付けるために用いている
というものである。（図３）
　「：」の記号をこのように用いることは，算数では一
般的ではない。また，この表記は数量の割合を表したも
のではないため，数量の比が分かるために，別の図と組
み合わせて用いている。
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２．「ａ対ｂ」
　比の表記の仕方の二つ目は，「ａ対ｂ」のように「：」
の代わりに「対」と漢字で表記したものである。（図４）
この表記の仕方は，小学校の算数の学習で「２：３」を「二
対三」と読むことを学習していることから，子どもたち
は「対」を「：」と置き換えて見ることが比較的容易に
できよう。よって，子どもたちはこの表記の仕方を「比」
と捉えて，日常場面から探し出すことはそれほど難しく
はないと考える。

３．図や絵による表記
　比の表記の仕方の三つ目は，絵や図を用いて数値と組
み合わせた表記である。（図５）
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図４ 「ａ対ｂ」の表記 
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図５ 図や絵による表記 

 この表記の仕方は，小学校の算数で比を学習する際に，
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図６ 表による表記 
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う読み方も表記されていないことから，算数の比の学習

において，どれだけ図や具体物を利用しているかによっ

て，子どもたちがこの表記を比として捉えやすくなった

り，そうでなかったりするであろう。 

 

４．表による表記 

 比の表記の仕方の四つ目は，表による表記である。（図

６） 

表とは，身のまわりにある数量を分類整理して特徴を

捉えやすくするものであり，小学校第２学年での学習事

項の一つである。この表記の場合，「：」という記号を用

いていないことから，比と表とを結び付けて見ることの

できる見方がないと，比の考え方をした表記と捉えるこ

とは難しいであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 表による表記 

 

５．グラフ的な表記 

比の表記の仕方の六つ目は，図７のようなグラフ的な

表記である。 

 グラフとは，表と同様に身のまわりにある数量を分類

整理して特徴を捉えやすくするものであり，小学校第２

学年での学習事項の一つである。図７のグラフの形は，

小学校第３学年で学習する「棒グラフ」や第５学年で学

習する「帯グラフ」と似たものではあるが，実際の棒グ

ラフや帯グラフの表し方そのものではない。しかし，先

述の図５の表記の表し方と似ており，比を表したものと

言える。ただし，この表記については，「：」という記号

を用いていないことから，比とグラフとを結び付けて見

ることのできる見方がないと，子どもが比の考え方をし

た表記として捉えることは難しいであろう。 

　この表記の仕方は，小学校の算数で比を学習する際に，
数量の比を絵や図に示しながら学習を進めることから，
子どもは比に関連した図として捉えることができよう。
ただし，ここには「：」という記号や「対」という読み
方も表記されていないことから，算数の比の学習におい
て，どれだけ図や具体物を利用しているかによって，子
どもたちがこの表記を比として捉えやすくなったり，そ
うでなかったりするであろう。

４．表による表記
　比の表記の仕方の四つ目は，表による表記である。（図６）
　表とは，身のまわりにある数量を分類整理して特徴を
捉えやすくするものであり，小学校第２学年での学習事
項の一つである。この表記の場合，「：」という記号を
用いていないことから，比と表とを結び付けて見ること
のできる見方がないと，比の考え方をした表記と捉える
ことは難しいであろう。

５．グラフ的な表記
　比の表記の仕方の五つ目は，図７のようなグラフ的な
表記である。
　グラフとは，表と同様に身のまわりにある数量を分類
整理して特徴を捉えやすくするものであり，小学校第２
学年での学習事項の一つである。図７のグラフの形は，
小学校第３学年で学習する「棒グラフ」や第５学年で学
習する「帯グラフ」と似たものではあるが，実際の棒グ
ラフや帯グラフの表し方そのものではない。しかし，先
述の図５の表記の表し方と似ており，比を表したものと
言える。ただし，この表記については，「：」という記
号を用いていないことから，比とグラフとを結び付けて
見ることのできる見方がないと，子どもが比の考え方を
した表記として捉えることは難しいであろう。

図４　「ａ対ｂ」の表記
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図４ 「ａ対ｂ」の表記 

 

２．「ａ対ｂ」 

比の表記の仕方の二つ目は，「ａ対ｂ」のように「：」

の代わりに「対」と漢字で表記したものである。（図４） 
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もたちは「対」を「：」と置き換えて見ることが比較的
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を「比」と捉えて，日常場面から探し出すことはそれほ

ど難しくはないと考える。 
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み合わせた表記である。（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 図や絵による表記 
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図６ 表による表記 
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図７ グラフ的な表記 

 

６．言葉による表記 

 比の表記の仕方の六つ目は，「本商品 30ml に対して水

150ml でうすめてお召し上がりください。」のような言葉

を用いた表記である。（図８） 

この表記は，二量を混ぜ合わせて作るときの操作その

ものを表している。言葉による表記であることから「：」

の記号がなく一見子どもは見つけにくいかもしれないが， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 言葉による「比」の表記 

 「～に対して…」という表現があることから場合によ

ってはこの表記を比として認識して捉えることができる

であろう。 

 

７．「○倍」を用いた言葉の表記 

比の表記の仕方の七つ目は，「５倍にうすめて」「４倍

濃縮」のように，「○倍」という言葉を用いた表記である。

（図９，図１０） 

これらの表記は，二つの数量が直接示されていないこ

とから，一見すると比の表記と捉えることは難しい。し

かし，「５倍にうすめて」の意味を「この商品を１として

それに対する４の水を混ぜる」と捉えることができた場

合，この表記を比の考え方を用いた表記として捉えるこ

とができるであろう。ただし，「５倍にうすめる＝１：４

で混ぜる」という学習を小学校の算数でどれだけ子ども

が学習するかが重要な要素となろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 「○倍」を用いた表記「○倍にうすめて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０ 「○倍」を用いた表記「○倍濃縮」 

  

８．「ａ：ｂ」と他の表記とを組み合わせた表記 

 日常場面では，上述の１～７のような表記の仕方を単

独で用いている場合もあれば，図１１や図１２のように，

「ａ：ｂ」と絵を組み合わせた表記（図１１）や「ａ：

ｂ」と表とを組み合わせた表記（図１２）も存在してい

る。このどちらもが「：」の記号を用いていることから，

子どもが比の表記として認識して見つけることは容易で

あろう。 
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図７ グラフ的な表記 
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図９ 「○倍」を用いた表記「○倍にうすめて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０ 「○倍」を用いた表記「○倍濃縮」 
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図１０ 「○倍」を用いた表記「○倍濃縮」 
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図10　「○倍」を用いた表記「○倍濃縮」

６．言葉による表記
　比の表記の仕方の六つ目は，「本商品30mlに対して水
150mlでうすめてお召し上がりください。」のような言
葉を用いた表記である。（図８）
　この表記は，二量を混ぜ合わせて作るときの操作その
ものを表している。言葉による表記であることから「：」
の記号がなく一見子どもは見つけにくいかもしれないが，

　「～に対して…」という表現があることから場合によっ
てはこの表記を比として認識して捉えることができるで
あろう。

７．「○倍」を用いた言葉の表記
　比の表記の仕方の七つ目は，「５倍にうすめて」「４倍
濃縮」のように，「○倍」という言葉を用いた表記である。

（図９，図10）
　これらの表記は，二つの数量が直接示されていないこ
とから，一見すると比の表記と捉えることは難しい。し
かし，「５倍にうすめて」の意味を「この商品を１とし
てそれに対する４の水を混ぜる」と捉えることができた
場合，この表記を比の考え方を用いた表記として捉える
ことができるであろう。ただし，「５倍にうすめる＝１：
４で混ぜる」という学習を小学校の算数でどれだけ子ど
もが学習するかが重要な要素となろう。

８．「ａ：ｂ」と他の表記とを組み合わせた表記
　日常場面では，上述の１～７のような表記の仕方を
単独で用いている場合もあれば，図11や図12のように，

「ａ：ｂ」と絵を組み合わせた表記（図11）や「ａ：ｂ」
と表とを組み合わせた表記（図12）も存在している。
このどちらもが「：」の記号を用いていることから，子
どもが比の表記として認識して見つけることは容易であ
ろう。
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図１１ 「ａ：ｂ」と絵を組み合わせた表記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２ 「ａ：ｂ」と表を組み合わせた表記 

 

Ⅴ 本研究で得た知見と今後の課題 

１． 本研究で得た知見 

本研究により得た知見は，次の通りである。 

比と言えば「ａ：ｂ」というイメージであるが，比の

日常場面における表記の仕方は，記号，数，図や絵，表，

グラフ，言葉など，実に多様であることが分かる。特に，

このような比の多様な表記の仕方は商品（食品系）に多

く，これは消費者の購入意欲の向上や使いやすさ，分か

りやすさを目的として，このような様々な形で表記され

ていることを見受けることができた。このことは，小学

校の算数の「比」の学習において，子どもが「比」につ

いて理解する際に「：」の記号だけで行うのではなく，

日常場面で扱われているような図や絵，表，グラフ，言

葉においても行われることが望ましい。なぜなら，記号，

数，図や絵，表，グラフ，言葉による表現は，算数教育

の特質である数学的な表現方法だからである。 

そして，このことは比の学習に限ったことでなく，比

の学習が含まれる「Ｃ変化と関係」領域のすべての学習

及び，「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」「Ｄデータの活

用」領域の全ての算数教育において，記号，数，図，表，

グラフ，言葉による表現を常に関連づけながら，算数科

の指導が行われることが，子どもが算数を日常場面から

見つけ出し，算数のよさを実感したり算数を自ら活用し

ようとしたりするようになる最も有効な手立てではない

かと考える。 

 

２．今後の課題 

今後の課題としては，比について記号，数，式，図，

表，グラフ，言葉を自ら関連づけて見たり考えたり表現

したりすることができる子どもを育てる比の学習のあり

方が挙げられる。そのためには，現在の比の単元におけ

る学習内容を見つめ直し，比の単元全体の指導計画を見

直す必要があろう。日常場面に比が活用されている場面

が多くあることから，比を日常と関連づけた授業実践や

指導計画がどこまで図ることができるのかについて，探

っていきたいと考える。 
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3)東京書籍(2015)『新編新しい算数６』,86 

4)大日本図書(2015)『新版たのしい算数６』,94 

5)教育出版(2015)『小学算数６』,120 

6)啓林館(2015)『わくわく算数６』,80 

7)日本文教出版(2015)『小学算数６年上』,97 

8)学校図書(2015)『みんなと学ぶ小学校算数６年』,116 

9)日本文教出版(2015)『小学算数６年上』,102 

10)大日本図書(2015)『新版たのしい算数』,102 

11)啓林館(2015)『わくわく算数６』,80 

図11　「ａ：ｂ」と絵を組み合わせた表記
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図１１ 「ａ：ｂ」と絵を組み合わせた表記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２ 「ａ：ｂ」と表を組み合わせた表記 

 

Ⅴ 本研究で得た知見と今後の課題 

１． 本研究で得た知見 

本研究により得た知見は，次の通りである。 

比と言えば「ａ：ｂ」というイメージであるが，比の

日常場面における表記の仕方は，記号，数，図や絵，表，

グラフ，言葉など，実に多様であることが分かる。特に，

このような比の多様な表記の仕方は商品（食品系）に多

く，これは消費者の購入意欲の向上や使いやすさ，分か

りやすさを目的として，このような様々な形で表記され

ていることを見受けることができた。このことは，小学

校の算数の「比」の学習において，子どもが「比」につ

いて理解する際に「：」の記号だけで行うのではなく，

日常場面で扱われているような図や絵，表，グラフ，言

葉においても行われることが望ましい。なぜなら，記号，

数，図や絵，表，グラフ，言葉による表現は，算数教育

の特質である数学的な表現方法だからである。 

そして，このことは比の学習に限ったことでなく，比

の学習が含まれる「Ｃ変化と関係」領域のすべての学習

及び，「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」「Ｄデータの活

用」領域の全ての算数教育において，記号，数，図，表，

グラフ，言葉による表現を常に関連づけながら，算数科

の指導が行われることが，子どもが算数を日常場面から

見つけ出し，算数のよさを実感したり算数を自ら活用し

ようとしたりするようになる最も有効な手立てではない

かと考える。 

 

２．今後の課題 

今後の課題としては，比について記号，数，式，図，

表，グラフ，言葉を自ら関連づけて見たり考えたり表現

したりすることができる子どもを育てる比の学習のあり

方が挙げられる。そのためには，現在の比の単元におけ

る学習内容を見つめ直し，比の単元全体の指導計画を見

直す必要があろう。日常場面に比が活用されている場面

が多くあることから，比を日常と関連づけた授業実践や

指導計画がどこまで図ることができるのかについて，探

っていきたいと考える。 

 

【引用，参考文献】 

1)文部科学省(2018)『小学校学習指導要領解説算数編』,

日本文教出版,306 

2)文部科学省(2018)『小学校学習指導要領解説算数編』,

日本文教出版,304 

3)東京書籍(2015)『新編新しい算数６』,86 

4)大日本図書(2015)『新版たのしい算数６』,94 

5)教育出版(2015)『小学算数６』,120 

6)啓林館(2015)『わくわく算数６』,80 

7)日本文教出版(2015)『小学算数６年上』,97 

8)学校図書(2015)『みんなと学ぶ小学校算数６年』,116 

9)日本文教出版(2015)『小学算数６年上』,102 

10)大日本図書(2015)『新版たのしい算数』,102 

11)啓林館(2015)『わくわく算数６』,80 

図12　「ａ：ｂ」と表を組み合わせた表記

Ⅳ．本研究で得た知見と今後の課題
１．本研究で得た知見
　本研究により得た知見は，次の通りである。
　比と言えば「a：ｂ」というイメージであるが，比の
日常場面における表記の仕方は，記号，数，図や絵，表，
グラフ，言葉など，実に多様であることが分かる。特に，
このような比の多様な表記の仕方は商品（食品系）に多
く，これは消費者の購入意欲の向上や使いやすさ，分か
りやすさを目的として，このような様々な形で表記され
ていることを見受けることができた。このことは，小学
校の算数の「比」の学習において，子どもが「比」につ
いて理解する際に「：」の記号だけで行うのではなく，
日常場面で扱われているような図や絵，表，グラフ，言
葉においても行われることが望ましい。なぜなら，記号，
数，図や絵，表，グラフ，言葉による表現は，算数教育
の特質である数学的な表現方法だからである。
　そして，このことは比の学習に限ったことでなく，比
の学習が含まれる「Ｃ変化と関係」領域のすべての学習
及び，「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」「Ｄデータの活
用」領域の全ての算数教育において，記号，数，図，表，

グラフ，言葉による表現を常に関連づけながら，算数科
の指導が行われることが，子どもが算数を日常場面から
見つけ出し，算数のよさを実感したり算数を自ら活用し
ようとしたりするようになる最も有効な手立てではない
かと考える。

２．今後の課題
　今後の課題としては，比について記号，数，式，図，表，
グラフ，言葉を自ら関連づけて見たり考えたり表現した
りすることができる子どもを育てる比の学習のあり方が
挙げられる。そのためには，現在の比の単元における学
習内容を見つめ直し，比の単元全体の指導計画を見直す
必要があろう。日常場面に比が活用されている場面が多
くあることから，比を日常と関連づけた授業実践や指導
計画がどこまで図ることができるのかについて，探って
いきたいと考える。

【引用，参考文献】
1）文部科学省（2018）『小学校学習指導要領解説算数編』,
日本文教出版,306
2）文部科学省（2018）『小学校学習指導要領解説算数編』,
日本文教出版,304
3）東京書籍（2015）『新編新しい算数６』,86
4）大日本図書（2015）『新版たのしい算数６』,94
5）教育出版（2015）『小学算数６』,120
6）啓林館（2015）『わくわく算数６』,80
7）日本文教出版（2015）『小学算数６年上』,97
8）学校図書（2015）『みんなと学ぶ小学校算数６年』,116
9）日本文教出版（2015）『小学算数６年上』,102
10）大日本図書（2015）『新版たのしい算数』,102
11）啓林館（2015）『わくわく算数６』,80


